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論 文 内 容 要 旨
要 約
放 牧 牛 は 飼 料 の 変 化,飼 育 環 境 の 変 化 な ら び に 社 会 環 境 の 変 化 な ど
の 生 活 上 の 混 乱 を 受 け る た め,放 牧 初 期 の 体 重 減 少 が 深 刻 な 問 題 と な
っ て い る 。 須 崎 ・広 田(1976)は,公 共 放 牧 地 に お け る 農 家 預 託 頭 数
と 日増 体 量 と の 軽 微 な 正 の 相 関 を 報 告 し,農 家 で の 群 飼 経 験 が 放 牧 牛
の 社 会 的 ス ト レ ス を 軽 減 した と 示 唆 し た 。 しか し,社 会 的 経 験 ば か り
で な く,顔 見 知 り個 体 で あ る 同 一 農 家 出 身 牛 の 存 在 お よ び そ の 数 も 放
牧 地 に お け る 社 会 的 ス.ト レ ス を 軽 減 す る 可 能 性 も 考 え られ る 。
一 方
,行 動 生 態 学 の 理 論 に よれ ば,グ ル ー プ サ イ ズ の 増 加 に 伴 い,
グ ル ー プ 内 の 各 個 体 の 警 戒 行 動 は 理 論 値 以 上 に 減 少 す る が,同 時 に 資
源 競 争 の 激 化 や 病 気 の 蔓 延 な ど と い っ た リ ス ク も 増 え,そ の 妥 協 の 産
物 と し て 最 適 グ ル ー プ サ イ ズ が 存 在 す る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る
(Krebs&Davies,1995)。 し た が っ て,放 牧 地 で 観 察 さ れ る サ ブ グ
ル ー プ に も 最 適 サ イ ズ の 存 在 す る 可 能 性 が 考 え ら れ,放 牧 牛 の 行 動 お
よ び ス ト レ ス 刺 激 に 対 す る 反 応 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 予 想 され る 。
本 研 究 で は,① 公 共 放 牧 地 で の サ ブ グ ル ー プ 形 成 の 実 態 を 定 量 的 に
捉 え,グ ル ー プ サ イ ズ の 違 い に よ る 放 牧 牛 の 生 活 の 違 い を 明 ら か に し
た 。 ② 次 い で,実 態 調 査 で 社 会 行 動 や 維 持 行 動 が 安 定 的 に 行 わ れ た サ
イ ズ の 親 和 グ ル ー プ を 実 験 的 処 理 に よ り形 成 し,親 和 グ ル ー プ サ イ ズ
の 効 果 が 顕 在 化 す る 放 牧 条 件 を 検 証 し た 。 さ ら に,③ そ め 親 和 グ ル ー
プ サ イ ズ の ス ト レ ス 緩 和 機 能 を 明 ら か に す る た め,ス ト レ ス 刺 激 に 対
す る 行 動 的 ・生 理 的 反 応 を 調 査 し,放 牧 地 に お け る 最 適 親 和 グ ル ー プ
サ イ ズ の 類 推 を 試 み た 。
1.公 共 放 牧 地 に お け る 異 な る サ イ ズ の 親 和 グ ル ー プ 形 成
1)親 和 グ ル ー プ 形 成 と 社 会 行 動 お よ び 維 持 行 動 と の 関 係:2つ の 公
共 放 牧 地 で 預 託 放 牧 さ れ て い る 黒 毛 和 種 繁 殖 雌 牛 群 を 用 い,農 家 預 託
頭 数 の 異 な る(1,2,3・5お よ び17頭 預 託)計27頭 を 追 跡 調 査 し た 。
同 一 農 家 出 身 牛 同 士 に よ る サ ブ グ ル ー プ 化 を 相 互 舐 め 行 動 時 間 お よ び
最 近 接 個 体 と そ の 距 離 か ら 明 ら か に し,サ イ ズ の 異 な る サ ブ グ ル ー プ
の 社 会 行 動 お よ び 維 持 行 動 を 調 査 し た 。
そ の 実 態 調 査 の 結 果,同 一 農 家 出 身 牛 と の 相 互 舐 め 行 動 は 有 意 に 長
く,最 近 接 個 体 と し て 同 一 農 家 出 身 牛 が 有 意 に 多 く 観 察 さ れ(Table
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1),預 託 頭 数 の 増 加 に 伴 い,最 近 接 個 体 間 距 離 は 有 意 に 短 く な っ た
(Table2)。 ま た,3・5頭 預 託 牛 は,1頭 預 託 牛 よ り親 和 行 動 が 多 く,
攻 撃 行 動 に 対 す る 逃 避 行 動 が 少 な く(Table3),1お よ び2頭 預 託 牛
よ り食 草 行 動,横 臥 行 動 の 平 均 持 続 時 間 が 長 く な っ た(Table4)。
以 上 か ら,同 一 農 家 出 身 牛 は,空 間 的 に も 行 動 的 に も親 和 的 な サ ブ
グル ー プ を 形 成 し,3・5頭 預 託 牛 が 社 会 的 に 最 も 安 定 し,そ の 結 果,
維 持 行 動 の 安 定 的 実 行 が 保 証 さ れ て い た こ と が 明 ら か と な っ た 。
2)近 接 関 係 か ら 見 た 親 和 グ 〃 一 プ サ イ ズ の 上 限:実 態 調 査 に お い て,
17頭 預 託 牛(多 頭 数 預 託 牛)の 最 近 接 個 体 間 距 離 や 社:会 行 動 は,1お
よ び2頭 預 託 牛 と 同 程 度 で あ っ た こ と か ら,多 頭 数 預 託 牛 は,い く つ
か の 親 和 グ ル ー プ に 分 派 す る 可 能 性 が 考 え られ た 。 そ こ で,黒 毛 和 種
繁 殖 雌 牛 Σ4頭 か ら な る 閉 鎖 牛 群 を 用 い,放 牧 地 で 有 意 に 近 接 す る 個
体 の 数 か ら親 和 関 係 を 持 つ こ と が で き る 上 限 を 類 推 した 。
そ の 結 果,最 近 接 個 体 と し て 有 意 に 観 察 さ れ た 実 測 個 体 数 は 平 均
2.6頭(2・4頭)で あ り,そ の 理 論 的 個 体 数 の 最 大 値11,2頭 に 比 べ 有
意 に 少 な く,そ の グ ル ー ブ サ イ ズ は3-5頭 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。
2.実 験 的 に 形 成 し た 異 な る サ イ ズ の 親 和 グ ル ー プ に お け る 放 牧 下 の
社 会 行 動 お よ び 維 持 行 動
実 態 調 査 に お い て2頭 預 託 牛 と3-5頭 預 託 牛 の 社 会 行 動 お よ び 維 持 行
動 に 差 が 認 め ら れ た 。 最 適 サ ブ グ ル ー プ サ イ ズ を 考 察 す る 上 で,両 者
の 違 い が,い か な る 放 牧 条 件 下 で 出 現 す る か を 明 ら か に して い く 必 要
が あ る 。 そ こ で,最 小 グ ル ー プ 単 位 と し て2頭,最 大 グ ル ー プ 単 位 と
し て5頭 を 設 定 し,実 験 的 に 大 き さ の 異 な る 親 和 グ ル ー プ を 形 成 し,
通 常 の 放 牧 条 件 お よ び ス ト レ ス 環 境 下 で あ る 放 牧 初 期 条 件 下 と 高 密 度
放 牧 条 件 下 で 調 査 し た 。
1)同 一 ペ ン 同 居 に よ る 親 和 関 係 の 形 成:6ヵ 月 齢 め 子 牛7頭 を2頭
群 お よ び5頭 群 に 分 け,そ れ ぞ れ を 同 一 ペ ン で5.5ヵ 月 間 同 居 さ せ た 。
1群 に つ き 毎 月1回,ペ ン メ イ ト同 士 の 親 和 行 動(擦 り付 け,接 触 お
よ び 相 互 舐 め 行 動)を 調 査 し た 。
そ の 結 果,擦 り付 け,接 触 お よ び 相 互 舐 め 行 動 は,2頭 群 で は 同 居
3ヵ 月 目 ま で ほ と ん ど 観 察 さ れ ず,5頭 群 で は 同 居1ヵ 月 目 か ら 観 察
さ れ た(Table5)。 同 居4ヵ 月 目 か ら2頭 群 で 初 め て 相 互 舐 め 行 動
が 観 察 さ れ,5頭 群 に お い て そ の 時 間 が 急 増 し た(Table5)。 以 上 よ
り,同 居 個 体 と の 親 和 関 係 は 同 居4ヵ 月 目 以 降 に 急 激 に 強 化 さ れ る と
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考 え ら れ た 。
2)親 和 グ ル ー プ サ イ ズ と大 規 模 草 地 放 牧 下 の 社 会 行 動 お よ び 維 持 行
動 と の 関 係:1997年 に は 追 跡 調 査 牛 と し て 前 節 で 実 験 的 に 形 成 し た 大
き さ の 異 な る 親 和 グ ル ー プ を25頭 か ら な る 他 の 牛 群 と38haの 牧 区
(1.5ha1頭)に 放 牧 し た 。1998年 に は 上 記 親 和 グ ル ー プ の ほ か,新 た
に 形 成 し た 別 の 親 和 グ ル ー プ(2頭 群 お よ び5頭 群,そ れ ぞ れ1群)
を 追 跡 調 査 牛 と し て 加 え,136頭 か ら な る 他 の 牛 群 と と も に22haの
牲.区(0・2ha!頭)に 放 牧 し た ・ 調 査 方 法 は1実 態 調 査 に 準 じ た 。
そ の 結 果,ほ と ん ど の 追 跡 調 査 牛 が ペ ン メ イ ト(同 居 個 体)と 近 接
関 係 に あ り,ペ ン メ イ ト同 士 と の 相 互 舐 め 行 動 が 多 く 観 察 さ れ た
(Table6)。 以 上 よ り,前 章 で 述 べ た 公 共 放 牧 地 で 観 察 さ れ た サ ブ グ
ル ー プ は 各 農 家 で の 冬 期 間 の 同 居(約6ヵ 月)に よ る 親 和 関 係 形 成 に
由 来 す る こ と が 示 唆 され た 。 ま た2年 間 の 調 査 に お い て,社 会 行 動 に
及 ぼ す 親 和 グ ル ー プ サ イ ズ の 違 い に 明 確 な 差 が 認 め ら れ ず,1997年 で
は,食 草 お よ び 横 臥 行 動 の 平 均 持 続 時 間 が5頭 群 よ り2頭 群 の 方 で 長
く,1998年 の 調 査 で は1997年 と 逆 の,ま た 実 態 調 査 と 同 様 の 傾 向 を
示 し た(Table7)。 こ の 傾 向 の 違 い は,放 牧 開 始 時 期 お よ び 放 牧 密 度
が 原 因 と 考 え られ た 。
3)親 和 グ ル ニ プ サ イ ズ と放 牧 開 始 直 後 お よ び 高 密 度 放 牧 下 の 維 持 行
動 と の 関 係:前 節 で の 仮 説 を 明 ら か に す る た め,親 和 グ ル ー プ2頭 群
お よ び5頭 群 そ れ ぞ れ2群 ず っ を 新 た に 形 成 し,放 牧 開 始 直 後(低 密
度),放 牧 開 始1ヵ 月 後(低 密 度)お よ び 高 密 度 放 牧 下(放 牧 開 始1
ヵ 月 後)に お け る 維 持 行 動 を 調 査 し た 。
そ の 結 果(Table8),放 牧 直 後 で は,横 臥 行 動 の 平 均 持 続 時 間,時
間 配 分 は 乞頭 群 よ り5頭 群 の 方 が長 く な る 傾 向 を 示 し た 。 放 牧 開 始1
ヵ 月 後 で は,食 草 行 動 の 持 続 時 間 は 放 牧 直 後 時 よ り も 有 意 に 長 く な り,
2頭 群 よ り5頭 群 の 方 が 長 く,そ の 時 間 配 分 は,5頭 群 の 方 が2頭 群
よ り有 意 に 大 き く な っ た 。 一 方,横 臥 行 動 の 平 均 持 続 時 間 は5頭 群 よ
り2頭 群 の 方 が 長 く な る 傾 向 を 示 し,そ の 時 間 配 分 は2頭 群 の 方 が 有
意 に 多 く な っ た 。 そ し て 放 牧 密 度 を 高 め た と き,食 草 行 動 平 均 持 続 時
間 は2頭 群 が 有 意 に 減 少 し,5頭 群 が 増 加 し,2頭 群 よ り5頭 群 の 方
が 有 意 に 長 く な っ た 。 以 上 の 結 果 よ り,放 牧 開 始 直 後 や 高 密 度 放 牧 下
と い っ た ス ト レ ス 環 境 下 に お い て,5頭 群 は2頭 群 よ り ス ト レ ス 反 応
性 が 低 く,親 和 個 体 数 が ス ト レ ス 反 応 へ の 緩 衝 効 果 に 影 響 す る 可 能 性
が 示 唆 され た 。
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3ス トレス 環 境 下 に お け る行 動 的 お よ び 生 理 的 反 応 に 及 ぼ す 親 和 グル
一 プ サ イ ズ の 影 響
前 章 で 示 唆 さ れ た ス トレス 刺 激 に 対 す る行 動 反 応 に 及 ぼ す 親 和 グル
ー プ サ イ ズ の 緩 衝 効 果 を よ り明 確 に す る た め ,そ の 効 果 を 実 験 的 に 明
らか に す る こ と を 目的 と した 。
1)社 会 的 新 規 群 との 遭 遇 お よ び 新 奇 環 境 へ の曝 露:親 和 グ ル ー プ2
頭 群 お よ び5 ,頭 群 を そ れ ぞ れ2群 ず つ 形 成 し・ こ れ ら 塗1群 ず つ 以 下
の 実 験 に 供 し た 。 は じ め に 公 共 放 牧 地 に 預 託 さ れ る ウ シ の 外 部 環 境 を
想 定 し,異 な る 親 和 グ ル ー プ サ イ ズ 間 で 社 会 的 新 規 群 と の 遭 遇 時 に お
け る 行 動 お よ び 心 拍 反 応 を 牛 舎 内 に 設 置 し た 実 験 ペ ン(Fig.1)で,次
い で,新 奇 環 境 曝 露 時 の 行 動,心 拍 お よ び 副 腎 反 応 をopen・field
(Fig。2)で 調 査 し た 。
そ の 結 果,社 会 的 新 規 群 と の 遭 遇 で は,行 動 反 応 に 親 和 グ ル ー プ サ
イ ズ の 違 い は 観 察 さ れ な か っ た が,新 奇 環 境 下 で は 違 い が 観 察 さ れ た
(Table9)。2頭 群 は,5頭 群 よ り 出 入 り 口 で あ る ドア へ の 探 査 行 動
が 有 意 に 多 く,不 動 化 時 間 が 長 い 傾 向 を 示 し た 。 ま た,刺 激 提 示 後 あ
る い は 提 示 中 の 心 拍 反 応 に は 親 和 グ ル ー プ サ イ ズ の 効 果 は 認 め られ ず,
血 漿 コル チ ゾ ー ル 濃 度 は 実 験 前 後 で 変 化 し な か っ た 。 供 試 牛 の 心 拍 反
応 を 無 拘 束 の 状 態 で 測 定 し た の で,心 拍 反 応 は 活 動 量 の 影 響 を 多 分 に
受 け た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。 さ ら に 副 腎 反 応 は,採 血 時 の 保 定 お よ び
刺 穿 の 影 響 に よ る も の と考 え られ た 。
2)新 奇 物 提 示,驚 愕 刺 激 お よ び 葛 藤 場 面 に 対 す る 行 動,生 理 的 反 応:
前 節 に お い て 心 拍 反 応1ま 活 動 量 を 反 映 し,ス ト レ ス 刺 激 に 対 す る 心 拍
反 応 は 不 明 瞭 な 結 果 と な っ た 。 ま た,前 節 で 比 較 し た 群 は,い ず れ も
親 和 グ ル ー プ で あ っ た た め,そ の 結 果 は 親 和 度 に 関 係 な く,単 な る グ
ル ー プ サ イ ズ の 違 い で あ る と も 考 え られ た 。 そ こ で,供 試 牛 の 活 動 量
を 最 小 限 に 抑 え た 状 態 で,心 理 的 ス ト レ ス 刺 激 に 対 す る 行 動,心 拍 反
応 を グ ル ー プ サ イ ズ と顔 見 知 り の 有 無 を 組 み 合 わ せ た 区 間 で 比 較 し た 。
実 験 的 に 形 成 し た 親 和 グ ル ー プ2頭 群 お よ び5頭 群 の 各2群 と ホ ル ス
タ イ ン 種 育 成 牛 を 供 試 し,顔 見 知 り2頭 群 お よ び 顔 見 知 り5頭 群 を そ
れ ぞ れ2群 ず つ,非 顔 見 知 り2頭 群 お よ び 非 顔 見 知 り5頭 群 を そ れ ぞ
れ3群 設 定 し,牛 舎 内 に 設 置 し た 実 験 室(Fig.3)で 調 査 し た 。 非 顔
見 知 り2頭 群 お よ び 非 顔 見 知 り5頭 群 は,そ れ ぞ れ ホ ル ス タ イ ン 種 育
成 牛1頭 お よ び4頭 と組 み 合 わ せ た 。
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そ の 結 果,.各 場 面 に お け る 行 動 反 応 に 顔 見 知 りの 有 無 お よ び グ ル ー
プ サ イ ズ の 有 意 な 効 果 は 見 られ な っ た が,心 拍 反 応 で は 新 奇 物 提 示 場
面(F=11.2うdf=1,660),驚 愕 場 面(F=22.3,df=1,216),葛 藤
場 面(F=129.6,df=1,720)の 全 場 面 で 、顔 見 知 り と グ ル ー プ サ イ ズ
の 有 意 な 交 互 作 用 が 認 め ら れ た(Table10)。 ま た,各 場 面 で の 平 均 心
拍 数 は 、顔 見 知 り5頭 群 く 顔 見 知 り2頭 群 く 非 顔 見 知 り2頭 群 く 非 顔
見 知 り5頭 群 の 順 で 高 く 、 顔 見 知 り5頭 群 が 最 も 低 く な っ た(Table
10)。 以 上 の 結 果 か ら 、 競 和 グル ー プ サ イ ズ は 心 理 的 ス ト レ ス 刺 謙 に
対 す る 心 拍 数 上 昇 の 減 少 過 程 に 影 響 す る こ と が 明 ら か と な り,そ の 軽
減 効 果 は2頭 よ り5頭 の 親 和 グ ル ー プ サ イ ズ の 方 が よ り高 い こ と が 明
確 に な っ た 。
以 上 よ り,① 公 共 放 牧 地 で 出 現 す る 放 牧 牛 の 様 々 な サ イ ズ の サ ブ グ
ル ー プ は,各 預 託 農 家 で の 冬 期 間 の伺 居 に よ り形 成 さ れ る 親 和 関 係 に
由 来 す る と 考 え ら れ た 。 そ して,② そ の サ ブ グ ル ー プ サ イ ズ は,放 牧
下,特 に ス ト レ ス 環境 下 で の 生 活(社 会 行 動 お よ び 維 持 行 動)に 大 き
く 影 響 し,そ れ は,③ 心 理 的 ス ト レ ス 刺 激 に 対 す る 異 な る 親 和 グ ル ー
プ サ イ ズ の 緩 衝 効 果 の 違 い に 由 来 す る と 考 え ら れ た 。 そ して,④ ウ シ
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論 文 審 査 結 果 要 旨
わが国では畜産農家の規模拡大を助成する施策として,昭 和30年 代より各地に大規模な公共牧場が設
置され,農 家から預託を受けた大牛群編成での放牧が行われてきた。 しか しこれらの預託牛は,必 ず し
も良好な発育を示さないことが多 く,飼 料や飼育環境の変化などに対応 した改善策がなされてきたが,
必ずしも満足な結果が得られるに至ってセ・ない。本研究では,こ れまで注目されなかった預託牛群の特徴,
すなわち寄せ集め牛群 として個体の受ける社会的ス トレスに着目し,と くに顔見知 り個体の存在,す な




会的に最 も安定 し,維 持行動の安定度が高いこと。また最近接個体の調査からみた牛群中に形成 される
サブグループの大 きさは,3～5頭 であることが明らかになった。
同一ペンに同居 させた個体の親和行動を観察すると,同 居4ヶ 月以降に親和関係が,急 速に強化 され
る結果が確認された。冬期の同一ペンでの同居により2頭 群,5頭 群のサイズの異なる親和 グループを
形成 し,こ れらを未知の牛 と一緒に放牧を実施 し,社 会行動と維持行動を観察 した。その結果,放 牧開
始後,1ヶ 月時にも同居個体間の親和関係が維持されている事,ま た放牧開始直後や高密度放牧下 と
いったス トレス環境下において,5頭 群は2頭 群よりス トレス反応性が低 く,親 和個体数がス トレス反
応への緩衝効果に影響する可能性が示唆された。
親和的2頭 群 と5頭 群に対 し,社 会的新規群 との遭遇,新 奇環境暴露を行い,ス トレス環境下におけ
る行動的,生 理的反応の親和 グループサイズによる違いを調べた。その結果2頭 より5頭 群がこれらの
ス トレス刺激に対 し軽減効果が高いことが明らかとなった。





な示唆を与えた。よって審査員一同は本論文提出者にたい し博士(農 学)の 学位を授与するに値するも
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